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新
年
度
の
予
算
概
要
と

新
規
事
業
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
17
日
、
議
会
全
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
来
年
度
の
予
算
規

模
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。　

　

３
月
10
日
か
ら
開
会
さ
れ
る
議

会
定
例
会
３
月
会
議
に
上
程
さ
れ

審
議
に
図
ら
れ
ま
す
。

＊
２
０
１
５
年
度
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
の
総
額
も
55

億
２
２
０
０
万
円

特
別
会
計

＊
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
21
億
３
９

２
０
万
円

＊
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
８
６
６
０

万
円

＊
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
10
億
６
２

２
０
万
円

＊
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
１
億
２
５

５
０
万
円

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合
計

は
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
97
億
１
４

９
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
予
定
さ
れ
る
新
規
事

業
は
（
表
１
）
の
と
お
り
で
す
。

僧
侶
の
浦
上
哲
也
氏
の
法
話
と
解

説
、保
谷
果
菜
子
氏（
本
名
浦
上
智

子
）
の
ひ
と
り
舞
台
が
織
り
な
す
、

金
子
み
す
ゞ
の
世
界
に
触
れ
る
。

「
ね
っ
と
99
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

（表１）
新規事業名 内　　　　　容 事業費総額（千）

１津波避難施設
　維管理

清掃業務委託・消防設備保守点検委託（集会
所併用施設）等

２, １３９

２学童保育所
　一時保育事業

現在の入所受付方法とは別に、１日単位での
一時保育を利用できる環境の整備
平日放課後：１日 500円
長 期 休 暇：１日 1,000 円

２６, ２８１

３自転車通行
　帯西部事業

既存の自転車歩行者道（歩道）を活用し、車
道等の復員構成見直しよる自転車走行空間を
確保

１５, ０００

４小学校エアコン
設置事業

リース方式による３小学校の教育環境の整備
１２, ０００

５いじめ防止対策
推進条例の制定

村がいじめの防止等の対策を総合的かつ効果
的に推進し、村、学校、保護者及び村民等の
責務及び役割を明らかにし、村が取り組むべ
き施策を整理し、児童生徒が安心して生活し
健やかに成長することができる環境の整備

３２

６スポーツ少年団
活動助成事業

全国スポーツ少年団登録した（現在４団体）
の活動を支援することでスポーツの普及と青
少年の健全育成を推進することを目的とする

２００

金
子
み
す
ゞ

（
本
名
：
金
子
テ
ル　

当
時
26
歳
）

【
講
師
の
略
歴
】

浦
上
哲
也（
う
ら
か
み
て
つ
や
）氏

　

浄
土
真
宗
僧
侶
。
築
地
本
願
寺

内　

東
京
仏
教
学
院　

平
成
15
年

度
卒
業
生
。

平
成
18
年　

布
教
所「
な
ご
み
庵
」

を
開
所
。

保
谷
果
菜
子(

ほ
う
や
か
な
こ)

(

本
名　

浦
上
智
子

(

う
ら
か
み
と
も
こ))

氏

　

演
劇
集
団
「
円
」
養
成
所
卒
業

後
、
舞
台
を
中
心
に
活
動
。

　

縁
あ
っ
て
僧
侶
と
結
婚
し
、
演

劇
を
通
し
て
分
か
り
や
す
く
仏
教

を
伝
え
る
活
動
を
共
に
始
め
る
。



	 第 61 号（2）	 山口ひろゆき活動レポート	 2015 年 3月 7日　発　行

3
月
21
日（
土
）13
時
〜

編
集
後
記

　
「
世
界
一
貧
し
い
大
統
領
」
と

し
て
ぺ
ぺ
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

た
ホ
セ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ム
ヒ

カ
・
コ
ル
ダ
ノ
第
40
代
ウ
ル
グ

ア
イ
大
統
領
が
群
衆
に
囲
ま
れ
、

熱
烈
な
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　

発
展
と
消
費
が
推
進
さ
れ
る

現
代
社
会
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
リ

オ
会
議
で
の
演
説
に
心
を
打
た

れ
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
発
展
は
人
類
に
幸
福
を
も
た

ら
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
愛
情
や
人
間
関
係
、
子
ど

も
を
育
て
る
こ
と
、
友
達
を
持

つ
こ
と
、
そ
し
て
必
要
最
低
限

の
も
の
を
持
つ
こ
と
。
こ
れ
ら

を
も
た
ら
す
べ
き
で
あ
る
」

　

大
統
領
の
退
任
で
、
私
た
ち

は
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ

て
き
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

Ｈ
・
М

※
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

開　

会　

3
月
10
日
〜
13
日
予
定

会　

場　

議
会
議
事
堂

議
会
報
告
会

　
　
　
　

３
月
28
日（
土
）10
時
～

会　

場　

文
化
会
館
ホ
ー
ル

山
口
ひ
ろ
ゆ
き
一
般
質
問

１　

村
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

２　

旧
高
等
技
術
専
門
校
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て

3　

Ｈ
Ｓ
Ｕ
と
村
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て

議
会
定
例
会
3
月
会
議

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••　

文
部
科
学
省
の
大
学
開
設
の
許

認
可
が
さ
れ
な
か
っ
た
宗
教
法
人

「
幸
福
の
科
学
」の
私
塾
で
あ
る
Ｈ

Ｓ
Ｕ（
ハ
ッ
ピ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
）か
ら
議
会
へ
、

施
設
の
見
学
会
の
お
知
ら
せ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
議
会
と
し
て
で
な

く
、
個
人
の
議
員
活
動
の
一
環
と

し
て
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

校
舎
の
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た

2
月
25
日

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

２
４
０
名
の
定
員
を
超
え
２
６

０
名
の
公
募
が
あ
り
、
全
員
受
け

入
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

入
学
資
格
は
信
者
で
あ
る
こ
と
が

絶
対
条
件
と
の
こ
と
で
す
。
私
塾

を
運
営
す
る
に
あ
た
り
、
業
者
関

係
は
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
た
そ
う
で

す
。

講義室

みすゞを演じる保谷氏

一度に500名が食事できる学生食堂

み
す
ゞ
の
生
涯
と
は

　

山
口
県
大
津
郡
仙
崎
村
（
現
・

長
門
市
仙
崎
）
の
生
ま
れ
。
父
は
、

１
９
０
６
年
（
明
治
39
年
）
2
月

10
日
、
み
す
ゞ
が
3
歳
の
と
き
に

不
慮
の
死
を
と
げ
る
。

　

み
す
ゞ
の
実
弟
で
劇
団
若
草
の

創
始
者
で
あ
る
上
山
雅
輔（
本
名
：

上
山
正
祐
）
は
、
幼
く
し
て
母
の

妹
（
み
す
ゞ
に
と
っ
て
は
叔
母
）

の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
上
山
家
に
養
子

に
出
さ
れ
て
い
る
。
叔
母
の
死
後
、

正
祐
の
養
父
と
み
す
ゞ
の
母
が
再

婚
し
た
た
め
、
み
す
ゞ
も
下
関
に

移
り
住
む
。同
時
に
、み
す
ゞ
と
雅

輔
は
実
の
姉
弟
で
あ
り
つ
つ
、
義

理
の
姉
弟
の
関
係
と
な
る
。

　

１
９
２
６
年
（
大
正
15
年
）、

叔
父（
義
父
）の
経
営
す
る
上
山
文

英
堂
の
番
頭
格
の
男
性
と
結
婚

し
、
娘
を
1
人
も
う
け
る
。
し
か

し
、
夫
は
正
祐
と
の
不
仲
か
ら
、

次
第
に
叔
父
に
冷
遇
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
女
性
問
題
が
原
因
で
上

山
文
英
堂
を
追
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
み
す
ゞ
は
夫
に
従
っ
た
も
の

の
、
自
暴
自
棄
に
な
っ
た
夫
の
放

蕩
は
収
ま
ら
ず
、
後
ろ
め
た
さ
か

ら
か
み
す
ゞ
に
詩
の
投
稿
、
詩
人

仲
間
と
の
文
通
を
禁
じ
た
。
さ
ら

に
み
す
ゞ
に
淋
病
を
感
染
さ
せ

る
な
ど
し
た
事
か
ら
１
９
３
０
年

（
昭
和
5
年
）2
月
に
正
式
な
離
婚

が
決
ま
っ
た
（
手
続
き
上
は
成
立

し
て
い
な
い
）。
み
す
ゞ
は
、
せ

め
て
娘
を
手
元
で
育
て
た
い
と
要

求
し
、
夫
も
一
度
は
受
け
入
れ
た

が
、す
ぐ
に
考
え
を
翻
し
、娘
の
親

権
を
強
硬
に
要
求
。
夫
へ
の
抵
抗

心
か
ら
同
年
3
月
10
日
、
み
す
ゞ

は
、
娘
を
自
分
の
母
に
託
す
こ
と

を
懇
願
す
る
遺
書
を
遺
し
服
毒
自

殺
、
26
年
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。

　

み
す
ゞ
の
歩
ん
だ
人
生
を
保
谷

果
菜
子
が
一
人
芝
居
で
見
事
に
演

じ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ
に
登
場
す
る
『
こ

だ
ま
で
し
ょ
う
か
』
と
い
う
詩
は
、

誰
も
が
一
度
は
目
に
し
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

薄
幸
の
童
謡
詩
人
の
短
い
生
涯

に
、
保
谷
さ
ん
の
一
人
芝
居
を
通

じ
、
ひ
と
時
で
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。


